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9.1　なぜ性があるの？
　私たちヒトは、自分たちの生殖方法がふつうだと思っていて、ほかにも子孫を残す
方法があることを忘れがちです。しかし実際には、無性生殖と有性生殖という２種類
の生殖の方法があります（図 9.1）。無性生殖（asexual reproduction）では、生物
は単純にDNAをコピーして、１つの細胞の中身を２つに分けます（8.3節、8.5節参
照）。DNAの複製中に遺伝物質の一部が変異することがありますが、生まれてくる子
はほぼ同一です。無性生殖をする生物の例としては、細菌、古細菌のほか、図 9.1a
にあるアメーバのような単細胞の真核生物があります。植物や菌類など、多細胞生物
でも無性生殖を行うものがたくさんいます。ⓘ変異、7.6節；DNA複製、8.2節
　これに対し、有性生殖（sexual reproduction）には、親が２個体必要です。雄
の親が精子細胞（sperm cell）をつくり、精子細胞は雌の卵細胞（egg cell）を受精
させ、次の世代がはじまります。この章の後半では、雄が精子をつくるたびに、両親
から受け継いだ遺伝情報をかき混ぜることを学びます。雌が卵をつくるときにも同じ
ことが起きます。その結果、多様な生殖細胞が生み出されるので、同じ両親からでも
それぞれが遺伝的に異なった子が生まれることになります。
　交配する相手を惹きつけるには、たくさんのエネルギーが必要です。精子や卵細胞
をつくり、ばらまくことも同様です。それでも何十億年にもわたってさまざまな種で
有性生殖が存続していることは、その成功を証明しています。なぜ、このようにコス
トの高い生殖方法が存続し、無性生殖は比較的まれなのでしょうか。
　はっきりした答えは誰にもわかりませんが、環境が変化するときには遺伝的多様性
が有利にはたらくことが、多くの研究から指摘されています。同じ子孫を大量に残す
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9 有性生殖と減数分裂
UNIT 2 遺伝を理解する

同じ親から生まれるのに、全然似ていないきょうだいが生まれるこ
ともあるのはなぜでしょうか。これは減数分裂で説明できます。減
数分裂よって遺伝的に多様な核がつくられ、配偶子とよばれる有性
生殖にかかわる細胞のなかに詰め込まれます。

花粉媒介者　ハチはコスモスの花の蜜を探す
うちに、体中が黄色い花粉の細かい粒に覆わ
れる。昆虫などの花粉媒介者は、多くの顕花
植物にとって有性生殖を行ううえで欠かせな
い存在だ。
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胞膜へと輸送します。小胞体から受け取ったタンパク質の

一部は、膜表面のタンパク質になり、母乳タンパク質や脂

質などのその他の物質は、細胞外への分泌のために分泌小

胞へと濃縮されます。母乳の放出の際は、分泌小胞が細胞

膜と融合し、細胞外へ母乳タンパク質を放出します（図

3.11のステップ７）。脂肪滴は、細胞から分泌される際、

膜構造が維持されるため、母乳のなかに浮遊したままにな

ります。
　これら一連の過程は、お母さんが赤ちゃんを出産して間

もなく、お母さんの胸のなかの乳管内の特殊な細胞のなか

ですぐにはじまります。乳児がお母さんの乳首を吸うと、

お母さんの体内でオキシトシンというホルモンが分泌され

ます。分泌されたホルモンは、乳腺の筋線維を収縮させ、

乳管からの乳汁の分泌を促します。
B.  リソソーム、液胞、ペルオキシソームは 
細胞内の分解の中枢を担う　真核細胞では、細胞内を輸送する物質を産生するだけで

なく、特定の細胞小器官内で物質を分解します。これらす

べての物質の“分解の中枢”である細胞小器官は、単一の膜

に囲まれた嚢をしています。
リソソーム　　リソソーム（lysosome）は、捕えた細菌

や栄養素、損傷した細胞小器官や細胞外のごみなどを分解

して再利用するための酵素を含んでいます（図 3.16）。リ

ソソームとは、それらの酵素が物質を溶解（lyse）し、切

断することから名づけられました。
　リソソーム内の酵素は、粗面小胞体で産生されたもので

す。ゴルジ体は酵素に結合している糖を認識して検出し、

輸送小胞へと詰め込みます。そしてその輸送小胞が最終的
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図 3.16　リソソームリソソームは、破損した細胞小器官やさまざまな断片を分解する酵素を

含んでおり、これらを分解して、細胞が利用できる栄養素を放出する。
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図 3.15　ゴルジ体ゴルジ体は、一連の扁平な嚢と、物質の輸送や不要物の

除去を担う輸送小胞からなる。タンパク質は、ゴルジ体

内を移動する際に加工され、最終的には、細胞膜やリソ

ソームへと輸送される。［写真］透過型電子顕微鏡（擬似カラー）、Science Photo 
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